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　この報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部であ

る機械工業振興 資金 の補 助を受けて、昭和54年 度に実施 し

た 「マイ クロコン ピュー タの応用に関する調査研究」の一環

として とりまとめたもので あ ります。



序

　 マイ ク ロコ ン ピ ュータが あ らゆ る分野 に普 及拡 大 を続 けて い る現在,ハ ー ドウ

ェアの 開 発 につ い て はめ ざま しい ものが あ る反 面,ソ フ トウ ェアに つ いて は必 ず

しも満 足 す べ き状 態 で ない のが 現 状 で あ ります。

　 これ らの 現状 に 対処 す るため に は 、 システ ムの 設計 ・製 造 を担 当 し,特 に ソ フ

トウ ェアの 開発 に ウエ イ トを置 くシス テ ムハ ウスの技 術 力の 向上 ,財 政 基盤 等 を

助成 し,育 成 させ てい くこ とが 我 が 国の マイ ク ロコ ン ピュ ータ産 業 にお け る大 き

な課 題 の1つ であ る と思 われ ます 。

　 当協会 では,こ の 課 題 を達 成 す るため に 昭和53年 度 よ り 「振 興 助成 の ため の

事 業 委託 制 度 」を設 け,シ ス テ ム ハ ウスを主対 象 に マ イク ロ コン ピュ ータの 応 用

に 関す る共 通 的 ・基 礎 的技 術 の委 託 開 発 を実施 いた してお ります。　 　 　 　 ,。

　 本報告書 は,当 協会が本年度委 託開発 した 「高速演算 モジュール 」,「 媒体変換 シス

テ ム」及び 「汎用マイ クロコンピュータコンソールパネル 」の3機 種の概要を説 明 した

もの で あ り ます。

　 これ らの開発 機 器 が広 く皆様 方 に利用 され,シ ス テ ム開 発等 に 寄 与 で きれば 幸

甚 に存 じます。

　 終 りに本 開発 に ご尽 力 ・ご協 力下 さ いま した各 位 に対 し,深 く謝 意 を表 わ す 次

第 であ ります。

昭和55年3月

財団法人　 日本情報処理開発協会

　会　長　　上　 野　 幸　 七
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昭和54年6月7日(柏

14日 困

　 　 21日 困

7月12日 ㈱

19日 困

26日 休)

31日 ¢り

9月27日 困

第1回 委員会

　① 開発 テ ーマの選定お よび研究開発計画

　② 委員会 お よび委託に関す る今後の進め方

第2回 委員会

　① 開発 テ ーマの基本設計

　 ② 公募要領の検討お よび作成

公募要預発送

公募締切　応募先

　　　　　① アンドールシステムサポート(株)

　　　　　②(株)応 用 システム研 究所

　　　　　③ 国際デ ータ機器(株)

　　　　　④(株)ソ フトウェアマネジメント

第3回 委員会

　 ① 応募先 との ヒヤ リング

　 ② 応募先総合評価お よび委託先内定

第4回 委員会

　　　委託先 との詳細設計 お よびスペ ックの検討

委託契約

　① 高速演算モジゴ ル:国 際 データ機器(株)

　② 媒体変換 システム:ア ンドールシステムサポート
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 (株)

　③ 汎用 マイクロコンピュ
　　　　　　　　 　　　 :(株)応 用 システム研究所
　　　 タコンソールパネル

第5回 委員会



12月27日 困

　　　 システム基本設計の審査

検査項 目の検討

昭和55年1月10日 休)

　　　　　　　 19日 出

　　　　　　　 22日 ㈹

　　　　　　　 25日 θ

　　　　　　　 29日 ㈹

　　　　　　　 30日 困

　　　　　　　 31日 休)

　　　　　 3月18日 ㈹

汎 用 マイ ク ロコ ン ピ ュー タ コ ン ソールパ ネルの検 査

媒 体 変換 シス テ ムの 検査

高 速 演算 モ ジ ュールの 検査

汎 用 マ イ ク ロコ ン ピュ ー タコ ン ソ ール パ ネル の検査

媒 体 変 換 シス テ ムの検 査

高速 演 算 モ ジ ュール の検 査

委託 開発 物 件 の納 入

第6回 委 員 会

　 ① 検 査 員 に よる検 査 報 告

　 ② 納 入物 件 の 最 終検 収 お よび評 価
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高速演算モ ジュール
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第1章 　高 速 演 算 モ ジ ュ ー ル

●

■

1.1　 装 置 の 名称

　高 速 演算 モ ジュー ル(以 下 「モ ジュー ル 」と略 す 。)

1.2　 装 置 製 作 の 目的

　 高 速演 算 処理 を 必要 とす る分 野 に ま で マ イク ロ コ ン ピュー タ応 用を 拡 大 す るた

めの 部 品 と して の高 速演 算 モ ジ ュー ル(ハ ー ドウェア及 び これ に 必 要 な ソ フ トウェ

ア)の 開発 。

1.3　 装 置 の 概 要

　本 モ ジュー ルは,演 算 部 及 び ホス トイ ン タ フ ェース部 の2部 か ら構成 され る。

　各 々は 第1-1図 に しめ す プ リン ト板 上に 実 装 され る。

　第1-2図 に ブ ロッ ク図 を しめ す 。

　本 モ ジュー ルは 次の 機 能 を 有す る。

　(1)　 16ビ ッ ト及び32ビ ッ ト固定 小数 点演 算:加,減,乗,除 算

　(2)　 32ビ ッ ト及び64ビ ッ ト浮動 小数 点演 算:加,減,乗,除 算

　(3)　 固定 小数 点 数 ⇔ 浮 動 小 数点 数相 互 の 変 換

　(4)初 等関 数:SQRT,　 SIN　 COS,　 TAN,　 ASIN,　 ACOS,　 ATAN,　 LOG,　 LN,

　 　 　 　 　 　 　 　EXP

　(5)単 独 演 算 及 び複 合演 算 機 能

　(6)対 象 とす る ホス トプ ロセ ッサ:8080A及 びZ80(ホ ス トィ ン タ フ ェー

　 　ス部を 交 換 す る こ とに よ り,他 の プ ロセ ッサ と も接 続 可能 とす る。)

1.4　 機 能 詳 細

　 1.4.1　 演 算 速度

　 　 808'OAの ソフ トウェア のみ で計 算 す るよ りは,1桁 以上 高 速 で あ る。

　 1.4.2　 演 算 コマ ン ド

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ー1一



　 ホ ス ト プ ロ セ ッ サ か ら,本 モ ジ ュ ー ル に 与 え る コ マ ン ドと し て,下 記 の も の

を 用 意 す る 。

　 i)前 記1.3の(1),(2),(3)及 び(4)に 記 載 し た 各 演 算 に 対 応 し た 演 算 指 定 コ マ

　　 ン ド

　 ii)演 算 ス ター トコ マ ン ド

　 llD　コマ ン ド拡 張 性 を もつ

1.4.3　 ス テ イ タス情 報

　本 モ ジ ュー ルの 演算 終 了又 は 本 モ ジュー ル 内で 演算 中に 下記 の 状 態 が発 生 し

た 時 は 割 込等 の 手 段 で ホス トプ ロ セ ッサに 対 し知 らせ る と共 に ,ス テ イ タス情

報を 送 出す る。

　 i)オ ー バ フ ロ ー

　 ii　)ア ン ダー フ ロー

1.4.4　 演算 シー ケ ンス

　下 記 の2方 式 の 演 算 シー ケ ンスを 可 能 と す る。

　 i)単 独演 算

　　 　 単 独の 演 算(例 えば 加 算 を1回,又 はSINを1同 等)を 行 う。 ホ ス ト

　　 プ ロセ ッサ は,各 演 算 毎 に,デ ー タ及び 演 算 コ マ ン ドを本 モ ジ ュー ルに転

　　 送 し,結 果 を 受け取 る。

　 iD複 合 演 算

　　 　一 連の 複 数 ス テ ップの 演 算(例 え ば,一 つの 多項式 の 値 を求 め る全 ス テ

　　 ッ プの演 算)を 連 続 して実 行 す る。

　　 　 ホ ス トプ ロセ ッサ は,1回 の 複 合演 算 に必 要 な すべ て の デー タ,及 び 演

　　算 コマ ン ド列 を,演 算 実 行 に 先 行 し て モ ジュー ル内の メモ リに転 送す る。

　　 　本 モ ジュ ー ルは,演 算 ス ター トコ マ ン ドに よ り,ホ ス トプ ロセ ッサ と無

　　関 係 に,指 定 され た 一 連 の演 算 を 実行 し,演 算 終 了後,演 算 結 果 デ ー タ

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ー2一
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　　 　 　(単 数 又は 複 数)を ホス トプ ロセ ッサに転 送 す る。

1.5　 シ ス テ ム 構 成

　 本 モ ジ ュー ルは,演 算 部 及び ホ ス トイ ン タ フェー ス部の2部 か ら構 成 され る。

　　　i)演 算部

　　 　 　 ブ ロック図を 第2図 に示 す 。 演算 制 御部 は ビ ッ トス ライ ス バ イポ ー ラM

　　 　 PUを 使 用 し,コ マ ン ド解 釈,演 算 シー ケ ン スの制 御を 行 う。 高 速 マノレチ

　　 　 プ ラ イアは バイ ポー ラLSIを 使 用す る。 各演 算 コ マ ン ドに 対 応 した詳細

　　 　 動 作 シー ケ ・ス は,マ ・ク ゴ ・グ ・ ・ン グされR。Mに フ ァー ム,.ア

　　 　 化 され て い る。

　　 　 　 本 モ ジ ュー ル内 に は,下 記 の ベ ッ フ ァメモ リを 有す る。

　　 　 ① コマ ン ドバ ッ フ ァメモ リ

　　 　 ② デー タバ ッフ ァメモ リ

　　 iDホ ス トイン タ フ ェー ス

　　 　 　 演 算 部 と ホス トプ ロセ ッサ共 通 バスを 接続 す る。 ホ ス トプ ロセ ッサは

　　 　 8080A及 びZ80と す る。 他 のMPUと 本演 算 部の 接続 は,ホ ス トィ ン

　　 　 タ フ ユー スを 別 途 開 発す る こ とに よ り,可 能 で あ る。

1.6　 構 造 仕様

　本 モ ジ ュー ルは 第1図 に示 す プ リン ト板2枚 に実 装 され る。

1.7　 使 用条 件

　温 度0～40℃,湿 度10～90%,結 露 しない こと。

　　 　入 力電圧 　 　 DC+　 5V±1%

　　 　 　 　 　　 　 　 DC-12V±1%

1.8　 納 入 品 目

　 1.8.1　 機器

　　 ① モ ジ ュー ル一 式(演 算 部及 び ホ ス トイン タ フェー ス部)

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 -3一



　 　 ② 収 納 用 カバー

1.8.2　 ドキ ュ メ ン ト類

　 　 ① シス テ ム関係(第2原 図)

　 　 　 ⑧ 　 機 能仕 様 書

　 　 　 ⑤ 　取扱 説 明書

　 　 　 ⑥ 　 保 守 マ ニ ュ アル(部 品表 含む)

　 　 　 ⑧ 　試 験成 績 書

　 　 ② ハ ー ドウ ェア関 係(第2原 図)

　 　 　 ② 一1　 電 気 関 係

　 　 　 　 ⑤ 回路 図(タ イミングチャー トを 含 む)

　 　 　 　 ⑤ 　 実装 図

　 　 　 　 ◎ 　回路 パ ター ン図

　 　 　 ② 一2　 メ カニ ック関係

　 　 　 　 　 　 プ リン ト板 寸法 図

　 　 ③ ソフ トウ ェア関係

　 　 　 ⑤　 機 能 仕 様 書(第2原 図)

　 　 　 ⑤ フローチャー ト(デ ィテール)第2原 図

　 　 　 ㊤ 　　ソースプログラムリス ト

　 　 　 ⑥ ソースプログラム紙 テープ又はディスケット

　 　 　 　⑤ 　オブジェク トプログラム紙 テープ又 は ディスケット
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1、9　 評 価

　本 モ ジ ュ ールの 開発 に あた り,必 要 とされ た要 件 は 次 の6点 であ った。

　 ① イ ン タフ ェース 部の 若 干 の取 替 え等 に よ って,各 種 の マ イ ク ロプ ロセ ンサ

　　 を組 み 込 ん だ シス テ ム と結合 で きる こ と。

　 ② 本 モ ジ ュ ール を利 用す る マ イ ク ロプ ロセ ッサ側 の 負担 は で きるだ け 少 ない

　　 こ と。

　 ③ 初 等 関 数 計算 機能 を有 す る こと。 さ らに 演算 機 能 の拡 張 性 を もつ こ とが 望

　　 ま しい 。

　 ④ 本 モ ジ ュ ール を使 用 す る マイ ク ロ プ ロセ ッサ の ソフ トウ ェアの み で計 算 す

　　 る よ りは1桁 以上 高 速 であ る こと。

　 ⑤ 固定 小数 点,浮 動 小 数 点計 算 が で きる こ と。

　 ⑥ 　 モ ジュールは システ ムに組 み込 める程 度 に小形 で あ る こ と。

　 本 モジゴ ルの 開発 完了 にあた り,上 記 要 件 を満 足 してい るか否 か を評 価 検討 した。

　① に つ いて は,本 モ ジ ュール は演 算 部 とイ ンタ フ ェース部の2枚 の 基板 か ら構

成 され て お り,イ ン タ フ ェース 部の 変 更 、 も し くは取 り替 えに よって各 種 の マイ

ク ロプ ロセ ッサ シス テ ム と結合 が で きる。

　 ② に つ い ては,本 モ ジ ュ ール を使 用す る マ'イク ロプ ロセ ッサ シス テ ムは本 モ ジ

ュ ール に被 演 算数 値 デ ー タ と演算 コマ ン ドコ ー ドを与 え た の ち,実 行 開始 コマ ン

ドを発行 す れ ば よい。 ま た 演算終 了 を確認 した後 演算 結 果 を取 り込 め ば よ く,使

用 側 のCPUの 負 担 は 極 力小 さい よ うに配 慮 さ れ てい る。

　③ お よび ⑤ に つ い ては,固 定 小数 点型 ・浮 動 小 数点 型 の 加減 乗 除算 は もと よ り,

三 角 関数(Sin,cos,tan),逆 三 角 関数(arcsin,arccos,arctan),対 数

(10g,1n),累 乗(exp)',開 平(sQRT)が 用意 され てい る。 また 演算 機 能

に は上 記 の 演算 を実 行 す る単 独 演算 モ ードと,上 記 の単 独 演算 を組合 わ せ て 実行

す る複 合 演 算 モ ー ドが あ り演算 機能 の 拡 張 性が 考 慮 され てい る。 複 合演 算 モ ー ド

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ー・6一
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で は,演 算 コ マ ン ドは1024ワ ー ド
,デ ータは256ワ ー ドの 容量 が 用 意 され て

お りほ とん どの使 用に は耐 え うる もの と期 待 され る。

　 ④ につ い て は,別 表 に示 す よ うに マ イ ク ロコ ン ピュ ータの ソフ トウ ェアで実 行

す る よ りは格 段 に 高速 で あ る。 また計 算 の精 度 は 倍 長計 算(64ビ ソ トの 浮 動 小

数 点 型)のSINに つ い て大 型計 算機(東 京 大 学 大型 計算 機 セ ン タ ーHITAC

8800/8700シ ス テ ム)の 結果 と比較 ,検 討 した ところ14,5桁 が 保 持 され てい

る。 他 の演 算 に つ い て も同様 に 良好 で あ る。

　 ⑥ に つ い て は,本 モ ジ ュ ー ル の 大 き さ は 演 算 部 基 板 が360mm×290mm,イ

ン タ フ ェース部 基 板 が215mm×240mmで あ り
,若 干大 型 で あ る。 演算 部 基 板

を分 割 すれ ば も っと小形 に は な るが高 速 演算 を実 行 す るた め
,回 路 上 種 々の影 響

を引 き起 しか ね ない。 この点 を考 慮 して現 状 の 寸 法 が採 用 され た もの であ って ,

当 面 は 多少 大形 の ラ ック を もつ システ ムに 組 み 込 むか 別筐 体 と して短 い 入 出線 を

用 い て マ イク ロ プ ロセ ソサ シス テ ムと結合 して 使用 す る こ とに な るで あ ろ う
。

　 以 上 の よ うに,本 モ ジ ュールの 開発 に期 待 さ れ てい た要件 は ほ ぼ満 足 され て お

り仕様 書 に 記載 され た事 項 に基 づ いて製 作 さ れて い る。 また 本 モ ジ ュ ールは 演 算

部 に4ビ ッ トス ラ イス バ イ ポ ーラマ イ ク ロプ ロセ ッサ(AM2903)と16ビ ッ

高 速TTL乗 器(MRY-16HJ)を 用いて ,高 速化をはか鋭 い 吐 繊

で意欲 作 で あ る といえ る。 さ らに電 源 も5V単 一 で済 ま してお り使 い易 くな って

い る。

　 本 モ ジ ュ ー ル は 当 初 の 目 的 の マ イ.ク ロ コ ン ピ ュ 一 夕 シ ス テ ム の た め の 高 速 演 算

装 置 で あ るば か りで な く ,低 位 の コン ピ ュー タに と って も強 力 な演算 装 置 と もい

え る。 さ らに機 能 を拡 充 し、多 くの ユ ーザの 使 用 の便 に供 す るに は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　⑤ 　 除算 が 若 干 低 速 であ るの で,ア ル ゴ リズ ム等 を含め て検 討 す る。

　⑮ 本 モ ジ ュ ールの 小 形化 をは か り,標 準 ラ ックにそ の ま ま収 納 で きる大 きさ

　 　にす る。
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の 点 につ いて 検討 す る必 要が あ る。

　 今 後,本 モ ジ ュ ール お よび そ の ソフ トウ ェア等 の ノ ウハ ウが マ イ クロ コン ピ ュ

ータ振 興 セ ンタ ーの 会 員各 位 に 広 く使 用 され る こ とに よ り演算 処理 の効 率 化 また

演算 処 理 を含 む シ ス テ ムの 開発 の短 縮化 が,え られ るもの と期 待 され る。

　 一 方 製 品化 され,安 価 に市 場 に 提 供 され る こ とに よって 多 くの ユ ーザ に使 用 さ

れ る こ とが望 まれ る。

表1.演 算速度 の比較

　　　 (千 バイ トの浮動 小数真演算について比較 した もの、 μSEC)

＼
　演算種類＼

8080Aの ソ フ トウ ェア 高速 演 算 モジュール

加　　算 510 9.6　 μSEC

減　　算 710 10.0

乗　　算 2,400 13.2

除　　算 4,500 57.2

S　 I　 N 54,000 179.6

C　 O　 S 56,000 195.4

E　 X　 P 76,000 261.0

L　 O　 G 50,000 353.0

SQRT 27,000 332.2

■
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第2章 　 媒 体 変 換 シ ス テ ム

2.1　 装 置 の 名称

　 媒 体 変 換 シス テ ム(以 下 装 置 と略す)

2.　2　 装 置 製 作の 目的

　 マ イク ロコ ンピ ュー タの 普 及 に よ って 周辺装 置 お よび それ に 付 随 す る記憶媒 体

は 多様 化 して お りその た め

　 ① 　 デー タ記 録の 諸 媒 体 の 相互 変換,ホ ス トマシ ンの ス ル ー プ ッ ト向 上の ため

　　 の 効 果的 媒 体へ の 変換 と コー ドフォ ー マ ッ ト等 の 変換 等 。

　 ② プ ・グ ラムの 有 効 利 用の た めの諸 媒体 間の 変換

　　 が必要 とされてい る。 これ らのニ ーズに対応す ることを本装置製作の 目的とす る。

2.3　 装 置の 概 要

　 本装 置は,第2-1図 外 観 図 に示 す通 り,マ イク ロコ ン ピュー タ制御 に て,キ

ー ボー ドか らの諸 指 令 に よ り
,記 録 媒体 間 の相 互 変換 を 行 う もの で あ り,以 下 の

機 能 を 有す る。

　①ASCII,　 EBCDIC,　 EIA,　 BCD,　 JIS,　 ISOの コー ド変 換 機 能

　② 　 各 種 フォー マ ッ ト変 換 機 能,お よび 修飾 機能

　③ エ ラー検 出機 能 およ び ベ リフ ァイ機 能

　④ デ ー タ パ ツフ ァ機 能

　⑤ 入 力読取 機能

⑥ 出力 記録 機能

⑦ 出力 表示 機能

⑧　 複製 機 能

2.4　 機 能 詳 細

　 2.4.1　 基 本機 能
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(1)　操 作機 能

　 　 操 作性 を 簡 易 化す るた めの モ ニ タ機能,即 ち,入 出 力媒 体 の 指定,諸 パ

　 ラ メ一 夕の 指定,コ マ ン ド指定 等 変換 指示 手 順 を キー ボ ー ドに よ り行 い,

　 これ ら 内容 と 変 換 動 作状 況 をCRTデ ィス プ レ イに 表示 及 び,プ リン タ上

　 に 印字 記 録 す る機 能 を 有す る。

(2)　 変換 機能

　 　 本装 置 は,磁 気 テ ー プ(MT),カ セ ッ ト磁 気 テー プ(CMT),フ ロ ッピ

　 ー デ ィス ク(FDD),カ ー ド、リー ダ(CR),紙 テー プ(PTR,　 PTP),

　 ROMキ ー ボー ド及び モ デ ムの 各 々を,第1表 の 組 合せ にて,相 互変 換 す

　 るo

　 　 　 　　 　 第1表 　基 本入 出力媒 体 組 合 せ マ ト リック ス

　　 出力媒体

入力媒体
ROM M　 T CMT PTP FDD MODEM

ROM ○ × ○ ○ ○ ×
M　 T ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMT ○ ○ ○ ○ ○ ○

PTR ○ ○ ○ ○ ○ ○

CARD
READER ○ ○ ○ ○ ○ ○

FDD ○ ○ ○ ○ ○ ○

MODEN × ○ ○ ○ ○ ×
KEY
　 BOARD ○ × ○ ○ ××
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相 互 変 換 の 機 能 と し て は

① コ ー ド変 換 機 能

　 　 MT,　 CMT,　 FDD,　 PTR,　 PTP,モ デ ム に つ い て は8単 位 のASCII,

　 JIS,　 ISO,　 EBCDIC,　 E工A,　 BCDコ ー ド,　CRに つ い て,　 IBM

　 29コ ー ド,ROMに つ い て は バ イ ナ リー コ ー ドの 媒 体 相 互 変 換 を 行 う 。

② 　 フ ォ ー マ ッ ト変 換 及 び 修 飾 機 能

　 　 出 力 媒 体 がCMT,　 MTの 場 合 は,変 換 指 示 パ ラ メ ー タ に よ る フ ォ ー マ

　 ッ トに,FDD,　 ROMの 場 合 は,デ バ イ ス 個 有 の フ ォ ー マ ッ トに 変 換 さ

　 れ る。

　 　 修 飾 機能 はROM出 力 につ い て のみ 適 用 され,キ ー ボー ト入 力 によ り,

　 デー タ修 飾 が 可能 で あ る。

③ エ ラー検 出及 び ベ リフ ァ イ機 能

　 ⑦ 　 エ ラー検 出

　 　 。操 作 ミス検 出

　 　 　 　入 出 力デ バ イスに 出 して,デ パ ィス指定,コ ー ド,デ ー タ長 等 の

　 　 　 変換 指示 パ ラ メー タの 正 当性 を チ ェ ックし結果 をCRTデ ィス プ レ

　 　 　 イに表示 す る。

　 　 。装 置 エ ラー検 出

　 　 　 　 CPU,メ モ リ,入 出 力デ バ イスの 異 常を 検 出 し,　CRTデ ィス プ

　 　 　 レ イに表示 す る。

　 　 。デー タエ ラー検 出

　 　 　 　検 出可 能 デ バ イス につ い ては,パ リテ ィチ ェ ックCRCチ ェ ック

　 　 　を 行 い,CRTデ ィス プ レ イに 表示 す る。

　 @ベ リフ ァイ機 能

　 　 　本 装置 の 変 換 は,全 て,内 部 コー ドを介 して行 わ れ る。 従 って ベ リ

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ー13-
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　 　 　　 フ ァ イは入 力媒 体 の 再 読 込み に よ り中 間 内部 コー ドとの 比較 に よ り行

　 　 　　 う。

　 　 ④ 　 デ ー タバ ッフ ァ機 能

　 　 　　 本 装置 は 約1.200バ イ トの デー タバ ッ フ ァ2個 を 有 す る。

　 　 ⑤ 入 力読 取 機 能

　 　 　　 第1表 の 入 力媒 体 欄 に 示 され る各 媒 体か ら一 つ を選 択 し,該 当す る デ

　 　 　 バ イスを 通 して デー タの 入 力 読取 を 行 う。

　 　 ⑥ 出 力記録 機 能

　 　 　　 第1表 に示 され る 出力 媒体 の い ずれ か 一 つ に該 当す るデ バ イスを 通 し

　 　 　 て 変 換 され た デー タの 出 力記 録 を 行 う。

　 　 ⑦ 出力表 示 機 能

　 　 　　 キ ー ボー ドよ りの 変換 指令,変 換 動 作状 況,変 換 終 了状 態 のCRTデ ィ

　 　 　 ス プ レイ表 示 及 び 印字 を 行 う。

　 　 ⑧ 　 複 製機 能 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 　 　　 FDD,　 ROM,　 PTPに つ い て複 製 機 能 を 有す 。

　 (3)ハ ー ドウェア テス ト機 能

　 　 　 CPU,メ モ リを 初 め 各 デ バ イスに 対 して は,テ ス トプ ログ ラムに よ り,

　 　 その 作動 を テ ス トす る機 能 を 有 し,そ の 結果 を,CRTデ ィス プ レイに表

　 　 示 す る。

2.4.2　 拡張 性

　 本 装 置 は モ ジュ ラー構造 とな って お り,付 加装 置 と して 次の 機 能 拡張 を 行 う

事 が で きる。

　 ④ 　 ミニ フ ロ ッ ピー デ ィス ク

　 ◎ 　オ ー デ ィオ カ セ ッ ト

　 ◎　 タ ブ レ ッ ト

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 『14一



　　∈)　 マ イク ロケセ ッ ト

　　㊥ 　デ ィ ス ク カー ト リッ ジ

2.5　 構 造 仕 様

　　 　第1図 に 本装 置 の 外 観 お よび外 形寸法 を 示 す。

　　 　本 装 置 は 前面 よ り操 作,後 面 よ り保守す る構造 とな って お り,機 能 ブ ロッ

　　 ク単 位 に 分 割 され て い る ため,保 守 は 容 易 にで き る。

2.6　 構 　 　 成

　 2.6.1　 ハー ドウェア構成

　　第2-2図 に,ハ ー ドウ ェア構成 を 示 す。

　　(1)　 ハ ー ドウ エア機器 仕様

　　 　①CRTデ ィス プ レ イ

　　 　　 。型 式 名　 　 　 　 :VDS　 DP-470型

　　 　　 。表 示 画面 サ イズ:210mm×140mm

　　 　　 。表 示 文字 数 　 　 :80カ ラム ×24ラ イン　 1920文 字

　　 　　 。文 字 構成 　 　 　 :7×10ド ッ トマ ト リック ス

　　 　　 。表 示 方式 　 　 　 :ラ ス タス キ ャ ン

　　 　　 。 リフレッシュレー ト:約54Hz

　　 　② 　 タ イピ ユ一 夕

　　 　　 。型 式 名　 　 　 　 :カ シオ タ イ ピ ュ一 夕モ デル550

　　 　　 ・プ リンター部 　 :印 字 方 式:カ シオ イ ンク ジ ェッ ト方式

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 印字 速 度150字/秒

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 最 大 用 紙 幅:253mm

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 1行 印 字 数:80文 字

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 印字 間 隔　 :2.54mm

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 改 行 間 隔　 :4.23,8.46mm
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 印字 文 字 種:94

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　フィー ド方式:フ リク シ ョン フィー ド

　 。キー ボー ド仕様:配 　 列 　 　 :TTY

　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 力接 点　 :可 変 キ ャパ シ ター方 式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 力方 式 　 　:Nキ ー ロー ル オー バー

　 。紙 テープリーダ部:読 取 方 式 　 :並 列 光学 読 取

　 　 　 　 　 　 　 　 　 読 取 速 度 　 :120字/秒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 駆 動方 式 　 :デ ュア ルス プ ロケ ッ ト駆 動

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　チェック機 能:テ ー プエ ン ド検 出に よ り 自動 停止

　 　 　 　 　 　 　 　 　 使 用 テ ー プ:8単 位(JISC-6246)

　 。紙 テープパンチ部:せ ん孔 方式:モ ー タ駆 動 方 式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ん孔 速 度:50字/秒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　せん孔テープ:8単 位(JIS　 C-6246)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　せ ん 孔 規 格:JIS　 C-6246

③ フ ロッ ピー デ ィス ク

　 。型 式 名　 　 　 　 二松 下通 信 工 業 　 JK-885

　 。使 用 フォーマット:IBMフt－ マ ッ ト

　 。容 量 　 　 　　 :デ ィス ク当 り4Mbits

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 トラ ッ ク当 り26.6Kbits

　 o転 送速度 　 　 　 :250Kbits

　 o使 用 メデ ィア 　 :SA150/IBM　 DISKETTE　 Z

④ 　 磁 気 テ ー プ

　 。型 式 名　 　 　 　 ニテ ィア ック　 MT-1000

　 。記録 方式 　 　 　 二PE/NRZI

　 言己録 密度　　　　　　　　　:1600/800　 　bpi

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -16;



　 。デー タ転 送 速度:72Kbyte　 s/s　 (PE)

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 36Kbytes/s　 (NRZI)

　 。巻戻 し時 間　 　 :720mテ ー プに て180秒 以 下

　 o使 用 テー プ　　 :1/2イ ンチテー プ

⑤ カセ ッ ト磁 気 テ ー プ.

　 。型 式 名　 　 　 　 二TEAC　 MT-2

　 。記録 方 式 　 　 　 :PE

　 。記録 密度 　 　 :800bbi

　 。デ ー タ転 送 速度:12Kbits

　 oテ ー プ速 度 　　　:15ips

　 ・使 用 テー プ　 　 :JIS規 格 に基 い た テー プ とす る。

⑥ カー ドリー ダ

　 。型 式 名　 　 　 　 :エ プ ソ ン5210

　 ・処 理 速 度 　 　 　 :120枚/分

　 。読取 方 式 　　 　　:透 過 光検 出

　 。ホッ・シ気タッカ容量:250枚

　 。カー ド仕 様　 　 :80欄 標 準 カー ド

⑦ モデ ム イ ン タ フ ェー イス

　 ・通 信方 式　 　 　 :調 歩 同期 式 又 は同 期 式

　 。通 信 速度 　 　　 　:調 歩 同期 式200,1200,2400bps

　 　 　 　 　　 　 　 　 　同期 方 式 　 1200,2400,4800bps

　 。伝送 方式 　 　 　 :ビ ッ ト　 シ リアル

　 。キ ャ ラク タ構成 ニス ター トビッ ト　 1

　 　 (同 歩 同期 式)

　 　 　 　 　　 　 　 　 　ス トッ プ ビ ッ ト　 1

　 　 　 　 　　 　 　 　 　デ ー タ ビ ッ ト　　 1

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 -17一



　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 パ リテ ィ ビ ッ ト　 1

　 　 ⑧ 　 ROM　 ライ タ

　 　 　 　。適 用ROM　 　 　:INTEL　 2708又 は 相 当 品

　 2.6.2　 ソ フ トウ ェア構成

　 第2-3図 に,ソ フ トウ ェア構成 を示 す

　 (1)　 ジ ョブ管 理 プ ロ グ ラム

　 　 　 媒 体変 換 プ ログ ラム群 を統 括 管理 す る プ ログ ラムで,主 として,コ マ ン

　 　 　ドの解 析 及 び ロー ダか ら構成 され る。

　 (2)媒 体 変換 プ ロ グ ラ ム

　 　 　 第1表 に示 す 基 本 入 力媒 体 と,基 本 出 力媒体 の 組 合せ に よる 変換 プ ログ

　 　 　ラムで 構成 され る。

　 (3)入 出 力装置 管 理 プ ロ グ ラ ム

　 　 　 　ジ ョブ管 理 が 機 能 し得 る よ うに,FDD,　 CRTデ ィス プ レ イ

　 (4)　ユ ー テ ィ リテ ィプ ログ ラ ム

　 　 　 媒 体 変換 プ ロ グ ラ ム群 をFDDに 収 納 す るた め の 登録 及 び 削 除 プ ログ ラ

　 　 　ムと,本 シス テ ムの ハー ドウ ェアの テス トを 行 うテ ス トプ ログ ラ ムか ら構

　 　 成 され る。

2.7　 使 用条 件

　本 装 置は 複 数 の 入 出力装 置 を 使 用す るた め,各 装置 の 特性 に よ り,使 用 条件 は

　異 る。
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装 置 名
動　　作　　時 保　　存　　時

　 電 源

|
周囲温度 湿　　度 周囲温度 湿　　度

本　　　 体 0～40℃ 10～80% 一5～60℃ 、。一,。%1

{
i
l
iAC100V
:

　 50Hz

C　 　R　 　T 0～40 β5～80 0～40 10～90

タ イ ピ ュ 一 夕 5～40 10～80 0～40 10～90

一

　 F　 D　 　D 5～45 20～80
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 !　 ±10%　 0

～45　 　　　　1　0～80　 　　　1
、

M　 　　　T 5～40 20～80 一15～60　 　　　　1　0～90　 　　　1}

C　 M　 　T 5～40 20～80 一15～60
10～90

C　 　　　R 5～35 35-75 一20～60 5～95

2.8　 納 入 品 目

　 2.8.1　 機 　器

　　　①CPUモ ジ ュール

　　　②PROMモ ジュ ール

　　　③RAMモ ジ ュール

　　　④ 　 CRTイ ン タフ ェ ース

　　　⑤ タイ ピュ 一 夕 イ ン タ フェー ス

　　　⑥FDDイ ン タフ ェー ス

　　　⑦ パ ネル イ ン タフ ェー ス

　　 .⑧ 　 ROM　 ライ タイ ン タ フェ ース

　　　⑨MTイ ン タフ ェ ース

　　　⑩CMTイ ン タ フ ェー ス

　　　⑪ カ ー ド リー ダ イン タフ ェー ス

　　　⑫ モデ ム イ ン タ フ ェー ス

　　　⑬CRTデ ィスプ レイ装 置

　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　 一19一
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⑭ タイピュ一 夕装置 　 　 　 　 　 　1

⑮ オ ペレー タパネル 　 　 　 　 　 　 1

⑯ 磁気 テー プ装置 　 　 　 　 　 　 　1

⑰　 カセ ット磁気 テー プ装置 　　 　 　 　　 　 　 　 1

⑱ カー ド リーダ装置 　 　 　 　 　　 1

⑲ 　 FDD装 置 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 1

⑳ 　筐 体 ラック　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　1

⑳ 　電源部　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　⑳　ケー ブル　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2.8.2　 ドキュメン ト類

(1)　システム関係(第2原 図)

　 ① 機能仕様 書 　 　 　 　 　 　 　 2

　 ②　取扱説明書　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　2

　　③ 保守マニァル(含 部品表)　 　 　 　 2

　②　 ハー ドウェア関係(第2原 図)

　　①　電気 関係

　　 ④ 　回路図(含 タイムチ ャー ト)　 　 　 　 　 2

　　 19実 装 図　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　　② 　機構関係

　　　④ 　機構図　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　2

　　③　 各人 出力機器取扱 説明書　　　　　　　　各1

　(3)　ソフ トウェア関係

　　①　機能仕様書(第2原 図)　 　　　　　　　　 2

　　② フロー チ ャー ト(デ ィテー ル)(第2原 図)2

　　③ ソースプ ログ ラム リス ト 　 　 　 　 2

　　　 　　　　 　　　 　　　 -20一
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　 ④

　 ⑤

2.8.3

　 ①

　 ②

　 ③

　 ④

　 ⑤

　 ⑥

　 ⑦

　 ⑧

ソー ス プ ログ ラ ム(紙 テ ー プ)　 　 　 　 　 2

オブジェクトプログラム(紙 テープ,フ ロッピー)　 　2

附 属 品

ヒュー ズ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　使 用数1

ラン プ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 使 用数1

磁 気 テー プ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2

カセ ッ トテー プ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

。 。 ツピ_デ,ス ク シー'ト 　 　 　 2

プ リン ト用紙 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

紙 テー プ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

タイ ピュー タ イ ン ク　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

式

式

　
　

式

式

巻

巻

枚

巻

巻

本
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第2-3図 　 ソ フ トウ ェ ア 構 成

媒 体 変換 シ ス テ ム

ジ ョ ブ管理 プ ログ ラム

基 本入 出 力媒 体 変換 プ ログ ラム群

ROM,CMT… … キ ー ボー ド等

付 加 入 出 力 媒 体 変換 プ ログ ラム群

ミ三 フ ロッピー,オ ーデ ィオカセッ ト等

入出力装置管理 プログラム

FbD,　 CRTキ ー ボ ー ド

ユーテ ィ リティ プ ログ ラム

一24一

■



2.9　 評 価

　 本装 置 の 開 発 に あた り,基 本 的に期 待 され る条 件 は次 の3点 で あ った 。

　 ① 相 互 に 変換 可 能 な媒 体 の種 類 は,可 能 な限 り下 記 の全 部 を含 む こ と。

　 　 ⑤ 　 PROM

　 　 ⑮ 　磁 気 テ ープ

　 　 ◎ 　磁 気 カ セ ッ トテ ープ

　 　 ④ 　紙 テ ー プ

　 　 ◎ 　紙 カ ー ド

　 　 ① フ レキ シ ブル デ ィス ク(ス タンダ ー ドお よび ミニ サイ ズ)

　 ② 媒 体 変換 に必 要 な コ ー ド変換機 能,フ ォーマ ッ ト変換 機 能,誤 り変換 機 能,

　 　 デ ー タバ ッフ ァ機 能,入 力媒 体 読取 機 能,出 力媒体 記録 機 能 な どの 他,出 力

　 　 を確認 す るた め の表示 お よび記 録機 能 を有す る こ と。

　 ③ 操 作 が簡 単 で保 守が 容 易 な こ と。

　 装 置 の 開発完 了 に あた り,上 記 条件 を満 た した シス テムと な ったか を検討 した。

　 ① に つい て は,ミ ニ サ イズ フ レキ シ ブル デ ィス クを除い て⑤ ～① の す べ て の媒

体 相 互間 の 変換 が可 能 で あ る。(但 し紙 カ ー ドの 出力 は不可)さ らに キ ーボ ー ド

か らPROM,磁 気 カセ ッ トテ ープ,紙 テ ープへ の変 換 も可 能 。　ROM,紙 テ ー プ

につ い ては1操 作,そ の他 につ いて は2操 作 で 同一 種類 媒 体間 の変換 も可 能 で あ

る。 また他 に シス テ ムのMODEMに よる結 合 も可 能 な ようにMODEMイ ン タ フ ェ

ース も備 え て い る
。

　 ② につ い て は,コ ー ド変換 機 能 と して磁 気 テ ープ,磁 気 カセ ッ トテ ー プ,紙 テ

ー プ
,フ レキ シ ブル デ ィス クにつ い て は8単 位 のASCII,　 EBCDIC,　 EIA.

BCD,　 JIS,　 ISOの 相 互 コ ー ド変 換 ,ROMに つ い ては バ イ ナ リコ ー ド,紙

カ ー ドにつ い てはIBM29コ ー ドの コー ド変換 が可能 で ある。 フ ォ ーマ ント変換

機 能 と して は 入 出力媒 体 の デ ータ ブ ロ ック長 指定(磁 気 テ ー プお よび 磁 気 カセ ッ

　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 ー25一



トテ ープ),ラ ベ ル指 定(磁 気 テ ープ,磁 気 カ セ ッ トテ ープお よび フ レキ シブル

デ ィス ク)が 可能 で あ る。

　 また誤 り検 出機 能 と して は各 種 の 変 換 指示 パ ラ メ ータの コマ ン ド入 力操 作 に際

しての 操作 ミスの チ ェ ック ,各 デ バ イスの 異 常検 出,デ ータエ ラ ー検 出の他,変

換 後 比 較 指 示 コマ ン ドに よ り入 力媒 体 を再 読 取 して内 部 コ ー ド比 較 でチ ェ ックす

る機 能 な どを有 して い る。 デ ータ バ ッフ ァ機 能,入 力媒 体 読取 機 能,出 力媒体 記

録 機 能 な どにつ い て は,そ れぞ れ 所 要 の機 能 を満 た してい る。

　 出 力表 示お よび記 録 機 能 につ い ては キ ーボ ー ド入 力の エ コーバ ンク,CPU側 か

らの メ ッセ ー ジ,各 種 動 作 状況,交 換 終 了状 況 の 表 示,各 種 パ ラメ ータお よび 指

定 媒 体 内容 の表 示 また は 印字 をCRTデ ィス プ レイま たは タイ ビ ュ ー・一夕が 行 うこ と

が で きる。

　 ③ の 操 作 性 につ い て は,上 記 タ イ ピ ゴ タの キ ーボ ー ドか らの コマ ン ド入 力を

CRT上 の 入 力 エ リヤで確 認 しつ つ メ ッセ ージ表示 エ リヤ との 会 話 形 式 で操作 が 可

能 で あ り・媒 体 の装 着 を除 い て は磁 気 テ ープの 巻 戻 し,紙 テ ープの フ ィ ー ドフレ

キ シ ブ ルデ ィス クの先 頭,最 終 ア ドレ ス指定 な どを含め て コマ ン ドに よる集 中操

作 が 行 え 操 作性 を高 めて い る。

　 ま た保 守 面 ではCPU,メ モ リ、 シ ステ ム用 フ レキ シブル デ ィス ク故 障 時の シス

テ ム エ ラ ー表 示 ラ ンプ,各 人 出力機 器 の動 作表 示お よび エ ラ ー表示 ラン プを備 え

て い るほ かCPU,メ モ リ,各 人 出 力機 器k－ よび制御 回路 の テ ス トプ ロ グ ラムに よ

り故 障 箇 所の 発 見 を容 易 に して い るσ ハ ー ドウ ェア構 造 的 には 回路 は プ リン ト回

路 基 板 で構 成 され,筐 体1前後k・ よび両 側 面 か らの 保 守が 可能 で機器 間 は接栓 接 続

され てい る。

　 以上の ように本装置は期待 した条件 をほぼ満 足 してお り,仕 様書に記載 された

事項 に従 って製作 されてい る。

　 今 回は予算の関係 で入出力機器 をこれ以上増加または高性能化す ることはでき

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 一26一



■
な か ったが,本 シス テ ム をマ イ ク ロコ ン ピ ュータ振興 セ ン タ ーに設 置 し会 員 の共

同利 用 に供 す る 目的 と入 出 力機器 の 発展 の傾 向 を考 慮す る と,今 後 検 討す べ き項

目と して 次 の もの が挙 げ られ る。

　 (1)入 出 力機器 の充 実

　 　 ・磁 気 テ ープ:磁 気 テ ー プ変換 を1操 作 で行 うた めの 台数 増 加

　 　 ・ミ ニサ イズ フ レキ シ ブル デ ィス ク:4倍 密度 型 まで

　 　 ・ウ ィンチ ェス タ ー型 デ ィス ク装 置 な どの 追 加

　 　 ・カ ー ドリー ダの高 速化

　 (2)他 の計 算 機 システ ム との 結 合

　 　 　 　 MODEMを 介 して 他 の計 算 機 シス テ ム と回線 接続 し,オ ン ライ ンで デ ー

　　　 タ授受な どを行 う。

　 今後,本 シ ステ ムが マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ振 興 セ ンタ ー(㈲ 日本 情報 処 理 開発

協 会 内)に 設置 さ れ,会 員 各位 に 広 く利 用 され る こ とに よ りマイ ク ロコ ン ピュ ー

タ応用 シス テ ムの 開発 お よび運 用 に あた って の効率 向上,経 済性 向上 に 大 き く寄

与 す る こ とが期 待 され る。

　 会 員 各位 の積 極 的 な 利 用 を望 ん で止 ま ない 。
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第3章 　 汎 用 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ コ ン ソ ー ル パ ネ ル

3。1　 装置 の 名称

　汎 用 マ イ ク ロ コン ピ ュー タコ ン ソー ルパ ネル

3.2　 装置 製 作の 目的

　本 装 置 は,マ イク ロ コ ン ピュ ー タ内蔵 製 品の 開発 試 作,製 品 検 査,保 守 等 にお

いて 効 率 よ くデ バ ッグお よび 故 障 発 見を 行 うため の もの で あ る。

　 本機 は,汎 用性 が あ り,安 価 で か つ操 作が 容易 な た め,デ バ ッグを効 果 的 に行

え,応 用製 品 の 開発 の能 率 向上 と低価 格 化 に役 立 つ と ともに,可 搬 性 を考 慮 して

あ るため に 製 品の 保 守 に 利 用す る こ とが で き る。

3.　3　 装 置 の概 要

　 本装 置 は,プ リン ター,デ ィス プ レイ,フ ァンク シ ョンキー,モ ー ドランプ,

メ イ ンCPUモ ジュー ル,ア ダ プ ター モ ジ ュール等 を 含む 本体 お よび 本 体 と ケー

ブル接続 され るASCIIキ ー ボー ド,　ICピ ンプ ラグ等 よ り構成 され る。

　 第3-1図 に 本装 置 外 観 図,第3-2図 に ブ ロッ ク図を 示 す。

　 本 装置 は,次 の 機能 を 有 す る。

　 (1)コ ン ソー ルパ ネ ル機 能

　 (2)ASCIIコ ン ソー ル端 末 機能

　 (3)装 置 診 断 機能

3.4　 機 能詳 細

　 被 試験 器CPUチ ップが 変 わ った 時は,本 アダ プ タモ ジ ュー ル部 を 交 換す る こ

とに よ り対処 す る。

　 本 モ ジュー ル 内に は,被 試 験 器 に 使 用 され るCPUチ ップ と同 じCPUチ ップ

を 持 つ ア ダ プ タシス テ ム部 とそ れ に よ り制 御 され る被 試 験 装置CPUの 実装 部よ

り構 成 され る。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 -29一



　被 試 験 器 との接 続 は,被 試 験 器CPUチ ップ挿 入 ソケ ッ ト上 に,　 ICピ ンプ ラ

グ ケー ブルを 接続 す る こ とに よ り行 う。

　 3.4.1　 コ ン ソー ル パ ネ ル機 能

　 　⑤ 　 リセ ッ ト

　 　　 　被 試験 器 を 初 期 状 態 にす る。

　 　⑤ 　 ス ター ト

　 　　 　 PCレ ジス タに セ ッ トされ た 番地 よ り,被 試験 器 の プ ログ ラムを 実行 す

　 　　る。

　 ◎ 　 ス トッ プ

　 　　 　被試 験 器 プ ロ グ ラムの 実行 を 停止 す る。

　 ⑥ 　 シン グル ス テ ップ

　 　　 　被試 験 器 プ ログ ラムを一 命 令 実 行 し 停止 す る。

　 ⑤ 　メモ リ リー ド/ラ イ ト

　 　　 被 試 験器 内 メ モ リの リー ド,ラ イ トを実 行 す る。 この 時,自 動 的 に メ モ

　 　　 リア ドレスの イン ク リメ ン ト,デ ィス ク リメン トを 実 行 す る こ と も可能 で

　 　 あ る。

　 ㊥ レ ジス タ リー ド/ラ イ ト

　 　　 被 試 験器CPU内 の レジス タの リー ド,ラ イ トを 実 行 す る。

　 @各1/Oデ バ イス チ ェッ ク機 能

　 　　 =被試 験 器1/0ポ ー トア ドレス お よび デー タを 指定 す る。

　 　　 被試 験 器 の1/Oポ ー トを リー ド/ラ イ トす る時 に使 用す る。

　 ⑮ ブ レー クポ イ ン トの 設定

　 　　 被試 験 器 の 実 行 を 停止す る ア ドレスを 指 定す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ザ、

　 ① トリガー機 能

　 　　 　 トリガー機 能 を 発 生 させ たい ア ドレス を 指定 す る。 被 試験 器 プ ログ ラム

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ー30一
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　 　　 の 実行 ア ドレスが 設 定 ア ドレス と一 致 した 時,ト リガー端 子 よ り送 られ た

　 　　 パ ルスを 発 生 す る。

　 　 ① 　 割込 信 号 発生 機 能

　 　　 　 被 試 験 器 に 対 し,割 込 信 号 を発 生 す る。3個 用意 す る。

　 3.4.2　 ASCIIコ ン ソー ル端 末機 能

　 　 本 機 能 は,デ ィス プ レ イ,プ リン ター,ASCIIキ ー ボー ドお よ び 外部 イ ン

　 タ フ エー ス に よ り実現 され る。

　 　 ⑤ 　 デ ィス プ レイ

　 　　 　 20桁LEDデ ィス プ レイで,　 ASCII文 字を 表示 す る。

　 　 ⑥ 　 20桁 プ リン タでASCII印 字(64文 字)が 可能。　LFコ ー ドの 出 力

　 　　 に よ り印字 す る。

　 　 ⑥ 　 ASCIIキ ー ボー ド

　 　　 　 ASCIIキ ャ ラク ター セ ッ トを 持つ。

　 　 ⑥　 外 部 機 器 との 接 続 は,20mA。 カレ ン トルー プEIA仕 様 によ る。

　　　　 イ"一 フ・一ス内にTTY　 READER　 RUNの 騒 臓 を持つ・

　 3.4.3　 装置 診 断 機 能

　 　本装 置 内 の故 障診 断 チ ・ ックを ス ィ ・チ モー ドの 設定 に よ り実 行 す る。 プ リ

　 ン タ,デ ィス プ レイ,メ モ リ等 の チ ェッ クを実 行 す る。

　 　外部 にTTY等 の端 末を 接 続 して チ ェ ックす るこ と も可 能 で あ る。

3.5　 構 造 仕 様

　第3-1図 に構 成 観 図 を示 す 。

　外 形 寸 法 等 箆体 関 係 は承 認 図 に よ る。

可搬 容 易な 構 造 とす る。

3・6使 用条件 　 　 ,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

温 度0～40℃,湿 度10～90%,結 露 しな い こと。 入 力電圧 単相AC

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 一31一



100V±10%(ア ー ス端 子 付)50Hz/60Hz。

3.7　 納 入 品 目

　下 記 の もの を 納 入す る。

　 3.7.1　 機 　器

　 ① 本 体(キ ー ボー ド,プ リン タ含 む)

　 ②8080用 ア ダ プ タモ ジュー ル

　 ③8085用 ア ダ プ タモ ジ ュー ル

　 ④ ヒュー ズ,カ バー等 の 付属 品

　 3.7.2　 ドキュ メ ン ト類.

　 　① システ ム関係(第2原 図)

　 　 ⑤ 　機 能 仕様 書

　 　 ⑤ 　取扱 説 明書

　 　 　⑥ 　 保 守 マ ニ アル(部 品 表 を 含む)

　 　 　⑥ 　試 験 成績 書

　 　 ② ハー ドウ ェア関係(第2原 図)

　 　 　② 一1　 電 気 関係

　 　 　 　⑤ 回 路 図(タ イ ミン グ チ ャー ト含 む)

　 　 　 　⑤ 　実装 図

　 　 　② 一2　 メ カニ ック 関係

　 　 　 　⑤ 　機 構 図

　 　 ③ ソ フ トウェア関 係

　 　 　 ⑤ 　機 能 仕様 書

　 　 　 ⑤

　 　 　 ⑥ 　ソー ス プ ログ ラム リス ト

　 　 　 ⑧ 　 ソー ス プ ログ ラ ム紙 テ ー プ

　 　 　 ⑤ 　オ ブ ジェク トプ ログ ラ ム紙 テ ー プ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー32一
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3.8　 評 価

　 本装 置 の 開 発 に あた り,必 要 とされ る条 件 は 次の5点 であ った。

　 ① 各 種 の マイ ク ロプ ロセ ッサの 制御,状 態の 読 み 取 り,デ ータの設 定お よび

　 　 読 み 出 しな どが可 能 な こと。

　 ② 出来 るだ け 多機 種 の マイ ク ロプ ロセ ッサに 適 用可能 な こ と.

　 ③ 既 存 の 機器 に対 して新 規 性 を もつ こ と。

　 ④ 可 搬 性 を有す る こと。

　 ⑤ 　製 品 と した場 合 の価 格 が で きるだけ 安価 に な る こと。

　 装 置 の 開 発完 了に あた り,上 記 条 件 を満 した システ ム とな ったか 検 討 した 。

　 ① につ い て は,コ ン ソ ール機 能 に よ り被 試験 器 のメモ リおよび レジス タ内容 の書

き込 み,読 み 出 しを可 能 と した 。

　 ② に つ い て は,対 象CPUを2種 類(8080A,8085)と し た 。

　 ③ に つ い て は,本 装 置 は シ リア ル 入 出 カ イ ン タ フ=一 ス(110ボ ー,300ボ

ー
,1200ボ ーの3段 階 切 換可 能)を 有 して お り,各 種 マ イク ロプ ロセ ッサの

ASCIIコ ン ソ ール 入 出力端 末 装 置 と して使 用 可 能 であ る。 さ らに マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ータ システ ムの ソ フ トウ ェア制 御 可能 な汎 用 メ ンテ ナ ンス パ ネルの機 能 を有

して い る。 この よ うに入 出 力端 末 機 能 と汎 用 メ ンテナ ンス パ ネ ル機 能 の両 面 を備

え て い る汎 用 コン ソールパ ネルは 市 場 に類 を見 ない。 この点 が 本装 置 の一 番 の 新

規 性 で あろ う。 また本 体 内 に20桁 のLEDデ ィス プレイteよ び プ リン タを組 込 ん

で あ り,使 い や す い もの とな って い る。

　 ④ の可 搬性 に つい て は 、大 きさが610W×394D×188H(ケ ース外 形 寸法),

重 量 が 約16・2kgで あ り,大 型の ア タ ッシ ュケ ースの サ イ ズで あ るが,重 量 が

あ る ため 長距 離 の 移動 に は運 搬 車 両が 必要 とな る。

　 ⑤ に つ い ては,価 格 の 設定 値 に は問題 は残 るが 現在 市場 に出 て い る もの と比 し

て,機 能 的 にみ て勝 る もの と思 わ れ る。

　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　 -35一



　以 上 の よ うに 本装 置 に期 待 して い た条 件 は ほぼ 満 足 され てお り,仕 様書 に記載

され た事 項 に 従 って製 作 され て い る。 しか し,さ らに 機 能 を拡 充 し使 い 易 い もの

に す るた めに は 次の よ うな こ とが 考 え られ る。

　 (1)　 ソ フ トウ ェアの 充 実

　 　　 例:ア セ ン ブル機能 の導 入 な ど

　 (2)ハ ー ドウ ェア の 拡充

　 　 ⑤ 　対 象CPUチ ップの拡 充(M6800系 ほか)お よび 対 象CPUを 変 更す

　 　　 る 場合 の ア ダ プ タ ーモ ジ ュ ール の交 換 の簡 易化

　 　 ⑤ 小型 ・軽 量 化 をは か りよ り可搬 しやす くす る。

　 　 ◎ 　 CRTデ ィス プ レイの 接 続 を可 能 とす る こと。

　 今 後本 装 置 が マ イク ロ コ ン ピ ュ ータ振興 セ ン タ ー(⑰ 日本 情 報 処理 開発 協 会 内)

の 会 員 各位 に広 く使 用 され る こ とに より,業 務 の効率 化 と開発 時 間の短 縮 が 得 ら

れ る もの と思 わ れ る。

　 一 方.製 品化 され 安価 に市 場 に 提供 さ れ る こ とが望 ま れ る。

」
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